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新たな出会いと感動の夏！マングローブ植林ツアー 
 

本
号
で
は
昨
年
八
月
に
行
わ
れ

ま
し
た
ベ
ト
ナ
ム
・
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
の
模
様
を
お
届
け
し
ま
す
。 

昨
年
の
ツ
ア
ー
に
は
、
日
本
側

三
十
三
名
、
ベ
ト
ナ
ム
側
二
十
四

名
の
計
五
十
七
名
が
参
加
し
、
こ

れ
ま
で
に
引
き
続
き
「
日
越
青
少

年
交
流
の
森
」
の
下
草
刈
り
と
補

植
作
業
を
行
う
と
共
に
、
新
た
に

放
棄
塩
田
で
の
試
験
植
林
を
開
始

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
チ
ト
ン
ネ

ル
見
学
を
通
じ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
寄
宿
舎
訪
問
、
日
越
学
生
の

混
合
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
観
光
な
ど

の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、

両
国
の
若
者
に
よ
る
交
流
が
盛
ん

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

昨
年
は
名
古
屋
で
生
物
多
様
性

条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
が
開
か
れ
、
森

林
再
生
活
動
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

こ
れ
か
ら
も
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
再
生

活
動
を
通
し
て
自
然
環
境
の
保
全

と
異
文
化
交
流
に
貢
献
し
て
い
く

所
存
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
皆
様
方

の
温
か
い
ご
支
援
に
感
謝
す
る
と

共
に
、
今
後
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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* 2010 Study Tour in HCM * ＜‛ 10 スタディツアー行程表＞ 

8月 16 日 (月) 名古屋・東京  

→ ホーチミン 

 17 日 (火) クチトンネル見学 

 18 日 (水) カンザーへ 

現地事前学習・エビ養殖池見学 

 19 日 (木) 植樹 1日目 

（下草刈り・補植作業） 

 20 日 (金) 植樹 2日目 

（下草刈り・補植作業） 

 21 日 (土) 植樹 3日目（放棄塩田植樹） 

 22 日 (日) タントンヒエップ寄宿舎訪問 

ホーチミンへ 

 23 日 (月) 農業農村発展局長へ報告 

グループ別ホーチミン市内観光 

日越青少年交流パーティー 

 24 日 (火) 自由行動 

サイゴン川ディナークルーズ 

 25 日 (水) ホーチミン → 名古屋・東京 

 

記事中の感想は、2010スタディツアー感想文集『message』を参考にしました。このツアーに対す

るベトナム・日本の参加者の感想を中心にまとめてあり、彼らが現地で何を感じ、考えたのかがわ

かる一冊です。『message』は 1冊 500円にて販売しています。ぜひ読んでみたいという方は、お手

紙・eメール（次ページ参照）またはイベント時などに、お問い合わせ下さい。 

 

植林を通した日越青少年交流 

２日目にベトナム戦争の跡であるクチトンネルを訪

れた。戦争の傷跡は想像を超え、その残酷さに言葉

が出なかった。お互いの国の人々にすごく大きな苦

しみを与えるのだと感じた。戦争は、起きてはなら

ないものであり、人間を人間でなくすものであると

思った。 

ベトナムの学生との交流は本当に楽しく、

貴重な経験となった。彼らがいつも笑顔で

気さくに話しかけてくれたので、こちらも

自然に笑顔でいることができた。 

このツアーの最大の魅力は人との出会い。ベ

トナムの友達としゃべって笑い合う時間、み

んなで汗を流しながら植林作業する時間、観

光したり現地の食べ物を食べたりする時間、

一瞬一瞬が楽しく、この出会いをずっと大切

にしたい。 

ホーチミンに次々と出現する大きなビル、

人々が乗るバイクがグレードアップしている

こと、高級車が増えたことなど、紙面で見る

ような「経済が発展した」状態を肌で感じた。

公園には昼間から大人が集い、ベンタン市場

の売り手も増え、たくさんの人々から発せら

れるエネルギーで満ち溢れていた。 

今年は塩田への植林という新しい試みも開始

した。粘土が多く含まれる地面は穴を掘るのが

大変で、たくさんの労力を必要とした。しかし、

使われなくなった塩田がこれからマングロー

ブ林へと生まれ変わっていくことを思うと楽

しみである。 

ベトナム人学生との交流 

ベトナム戦争 

ホーチミンの街 

ニッパヤシをひたすら刈る作業は単調のよう

でかなり過酷だった。照りつける太陽の下でア

リに噛まれながらの作業に、帰りのスコール。

自然を復活させることの大変さ感じ、この経験

を何に生かせるか今考えている。小さな力でも

行動に移してこそだと思う。 

カンザーでの植林 



 
 

「南遊の会」事務局 

大西 哲雄 

〒460-0008 

愛知県名古屋市中区栄 1-23-13  

なごやボランティア NPO センター内 

U R L : http://www.namdu.jp/ 

E-mail : info@namdu.jp 

 

ANH CÓ THAM GIA KHÔNG ?  参加しませんか？ 

○ 会員募集中！  

南遊の会では，マングローブ林保全事業を通して地域環境や地球環境の保全に貢献する活動を支

援していただける方，異なる文化と社会を体験し学びたいと願う日本とベトナムの青少年を支援し

ていただける方など，南遊の会の活動に賛同して頂ける仲間を求めています。 

会員種別は，下表の 5 種類あります。会員種別に応じて，次のような特典があります。(1)会員

種別に関係なく，会員の方全員に会誌『TAY と手』を発行の度にお送り致します。(2)さらに，支持

会員以上（法人会員含む）の方には，スタディツアー感想文集『MESSAGE』をお送り致します。 

入会申込書にご記入の上，事務局まで郵送するとともに，所定の年会費をお納めください。入会

申込は，eメールでも受け付けています。申込書は，ウェブサイトからもダウンロードできます。 

会員種別 年会費 性格 

正 会 員 12,000 円 
本会の目的に賛同して入会して頂ける個人の方 

（総会での議決権を有します。） 

賛助会員 6,000 円 本会の目的と活動を賛助するために入会して頂ける個人の方 

支持会員 3,000 円 本会の目的と活動を支持するために入会して頂ける個人の方 

会 友 1,200 円 本会の活動を協働するために入会して頂ける個人の方 

法人会員 (一口)30,000 円 
本会の目的に賛同して入会して頂ける団体（法人，任意団体は

問いません。） 

 

 

○ 寄附のお願い ～マングローブパスポートについて～ 

「日越青少年交流の森」作りは，多くの方々のご好意

による募金で成り立っています。ご協力頂いた方には「マ

ングローブパスポート」をお渡ししてい

ます。金額は１口 100 円です。 

多くの方々のご協力により，ベトナ

ム･カンザーに８年間で５０ヘクタール

の土地に，マングローブを植樹し，メン

テナンスも行うことができました。 

 

---------------------------------- 【入会申込書】 キリトリ線（コピー可） ---------------------------- 

フリガナ                     
会員種別 

（いずれかに○印）  
氏  名 

または名称・代表者氏名 
 

住  所 
〒      － 1 正 会 員 

2 賛 助 会 員 

 ◇Tel   (     )      -  ◇Fax  (     )      - 3 支 持 会 員 

 ◇携帯電話 (     )      -  ◇e-mail 4 会 友 

連絡事項 スタディツアー（☐ 参加希望 ☐ 案内希望 ☐ 希望しない） 5 法 人 会 員 

※ お手数ですが、入会のお申込みは、お一人に付き一葉の申込書へご記入ください。 

郵便振替口座：00840-6-56636 名義人：南遊の会（会員申込・寄附とも） 

 


